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「福井大学初等教育研究」の発刊にあたって

福井大学教育地域科学部長 ・教育学研究科長

中田 隆二

教育地域科学部は、2016年 度か ら、教育組織 を初等教育と中等教育のニコース制 と

する教育学部に改組 し、教員養成に特化 した学部 として新たな一歩を踏み始めます。

特に初等教育コースの小学校教育サブコースでは、「教科探究系」「子 ども理解系」「学

校 ・地域連携系」からなる三つの系を設け、それぞれの 目的に適った初等教育教員を

養成することにな りました。また、教育学研究科 も改組 し、教科教育専攻を学校教育

専攻 に一本化 し、教職開発専攻(教 職大学院)と あわせて、一研究科二専攻 となりま

す。今後は、教科専門の内容を、教員養成に相応 しい教科内容学として再編 してい く

ことが学部 ・研究科における重要な課題 とな ります。教科専門の先生方 も幼 ・保 ・小 ・

中 ・高 ・特別支援などの学校の先生方 と連携 して、授業実践やカ リキュラム研究によ

り深 くかかわることにより、学校現場での実践に資す る教科教育のあり方について検

討 し、教科専門 と教科教育の融合による教科内容構成の研究を進めていくことが望ま

れ るところです。

この度、発刊の運びとなった 「福井大学初等教育研究」は、まさに、初等教育にお

ける、その教科内容構成の研究を進めるための端緒 とい うべきものになりま した。本

紀要は、実践論文、教育内容研究、実践報告、資料の四つの投稿区分から構成 されて

いますが、執筆者の多くが教科専門の先生方であったことは、新 しい学部 ・教育学研

究科の目的を強く自覚 されていたことを伺わせます。

本紀要をご覧になった学内外の皆様方におかれま しては、忌揮のない御意見を御寄

せいただくとともに、今後 とも、教育学部 ・教育学研究科の教員による実践的な教育

研究活動に御支援 とご協力を賜 りますようお願い申し上げます。
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